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最大加速度 20G の共振振動台は環境振動対策のためセミアクティブマスダンパー（SAMD）を併用して運

用している。SAMD の制御方法を開ループ制御から適応制御に改良を図り振動制御性能を向上させた。 
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1. 緒言 

最大加速度 20G で振動実験を実現する共振振動台は、運転時の環境振動影響のためセミアクティブマスダ

ンパー（SAMD）による振動対策が必要となっている。振動対策性能を向上させるため、SAMD の制御に適

応制御による制御手法を導入し、10t 負荷条件で実証試験を行い性能確認した。 

2. 振動対策の制御高度化と確認運転 

SAMD 制御高度化のために、適応制御による制御則[1]を導入し、制御器（DSP）上に実装した（図 1）。共

振振動台に重錘 10 ton を取り付けた状態で確認運転を行い、敷地境界で振動レベル計を用いて環境振動影響

について確認した。SAMD 制御に適応制御を導入することにより、環境基準の振動レベル範囲で 15G 以上で

の加振が 15 秒間保持できることを確認した（図 2）。環境基準の

振動レベル以下での運転は、振動対策無しでは 5G 程度、従来使

用してきた開ループ制御では 13G が上限であったが、制御系改

良により最大加速度 15G まで振動対策装置を高性能化すること

ができた（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 結論 

当面の目標加速度である 15G までは達成できたものの、今後も性能向上のための検討を続ける。 
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図 1 ブロック線図 

図 2 加速度時刻歴と振動レベル 図 3 10ton 負荷条件での振動レベル 
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